
【ナチュラルブルー】 
 
（舞台中央にイエローチョップの練習、レッド後ろでコッソリ見てる） 
（イエローそうのち気になりだす） 
 
イエロー ：何見てんのよ！（キレ気味に） 
 
レッド  ：だよな～ 
 
イエロー ：だよな～って何がよ！ 
 
レッド  ：いやあ、俺たちこうしてマスクかぶってると、 
      何みてるかわかんないようだけど、こう視線てわかるじゃん 
 
イエロー ：アンタ今私のお尻みてたでしょう 
 
レッド  ；そうなんだよ 
 
イエロー ：「そうなんだよ」って、ヒーローがシレ～っとデバガメ白状してんじゃ 
             ないわよ！ 
 
レッド  ：それがさ、イエロー。 
      ちょっと気になることがあるんだけど・・ 
 
イエロー ：何よ、改まって？ 
 
レッド  ：ブルーって絶対俺の前に立たないだろ 
 
イエロー ：そういえばそうね～ 
 
レッド  ：でさ、必ず俺の後ろにいるんだけど、俺のお尻見てる気がすんだよ！ 
 
イエロー ：なんでアンタのお尻見てるのよ！ 
 
レッド  ：実はオレ、ブルーがお姉系なんじゃないかと思ってるんだよね。 
 
イエロー ：変なこと言わないでよ！ 
      ブルーが「どんだけ～」とか言うわけないじゃない。 
 
レッド  ：だって、ブルーのやつさ、 
      普段はそんな仕草見せないけど、 
      虫とか見ると、小さい声で「きゃっ！」って言うんだぜ。 
 
イエロー ：。。。。。（ちょっと考えて）イヤ～ナイ！ナイ！ 
 
 
レッド  ：他にもさ～、うたた寝してるブルーが寝言で 
      「ダメです、エグザイルのアツシさん、そんなところにそんなものは 
             入りません」って言ってるのを聞いたことあるんだよ。 
      いったい、どんな夢を見ていたんだよ？ 
 
イエロー ：。。。。。。。。。イヤ～ナイ！ナイ！ 
      
 



レッド  ：エグザイルのアツシ以外にも、「も～うガ～ッデムよ！蝶野さん」とか、 
           「ワオ！フレディ～」とか寝言多いんだよ 
 
イエロー ：う～ん、アヤシイ、臭うわね。 
       
レッド  ：しかも、おれがイチジクカンチョー新バージョンを開発したときも 
      試し打ちさせてくれって頼んだんだけど、 
      「ちゃんとした場所でないとダメ、お尻だけはサンクチュアリ！」って 
      訳わかんないこと言ってたもんな。 
 
イエロー ：これは臭うわね。 
      お尻だけに、臭うわね。 
 
レッド  ：イエローも訳わかんないこと言い出したな。 
      もういいや。こうなったら、直接ブルーに聞いてみようぜ。 
 
イエロー ：ちょちょちょと、やめなさいよ。 
      こういうのはデリケートな問題なんだから。 
      （と言いつつも、すげー気になる感じで） 
      ・・でも、レッドがそこまで言うなら、私も協力する！ 
 
レッド  ：イエローも気になってんじゃねーか。 
 
イエロー ：私だって「ピロリキングさ～ん、お会計～」 
      って言いながら戦うブルーの姿は見てみたいわ！！ 
      あ！ブルーが来たわよ。 
 
（ブルーが鼻歌交じりで登場） 
 
ブルー  ：「レリゴー、レリゴ～♪」 
       
レッド  ：よ、ブルー。 
      ちょっとお前に聞きたいことがあるんだ。 
 
ブルー  ：なに？ 
 
レッド  ：お前ってやっぱ、おかま・・バシッ！ 
      （途中でつっこまれる） 
 
イエロー ：ばッか！じゃないの！ 
      どストレートに聞いてどうすんのよ！ 
      こういうのはデリケートな問題って言ったでしょ！ 
      オブラートに包みながら、それとなく聞かなきゃダメよ。 
      私が聞いてみるわ。 
 
レッド  ：じゃ、頼んだぜ！ 
 
イエロー ：ブ、ブ、ブ、ブルー～あのさ、言いにくかったら、イヤほら、、、、 
      （↑緊張で声が上ずった感じで） 
 
レッド  ：ガチガチに緊張してんじゃねえか！ 
      それとなく聞くんだろ！ 
 
イエロー ：ん、ん。わかったわかった 



      ブルーは、鍋で炊いたご飯とお釜でたいたご飯。 
      どっちが好き？ 
 
ブルー  ：う～ん、まぁ、お釜かな。 
 
イエロー ：じゃあ、カマボコを丁寧に言うと？ 
 
ブルー  ：ん？ オ・カ・マ・ボ・コ？ 
 
イエロー ：じゃあ、カマキリは？ 
 
ブルー  ：オ・カ・マ・キ・リ 
 
イエロー ：じゃあ、じゃあ、外人が道を歩いてて草刈鎌が落ちてたらなんて思う？ 
 
ブルー  ：ＯＨ！カ～マ～！（大声で） 
 
イエロー ：きゃ～！レッド！！ 
      ブルーはやっぱり、おかまよ！ 
 
レッド  ：何でだよ！ 
      それただ単に「おかま」って言わせたいだけじゃねえか！ 
 
イエロー ：え～ 
      それとなく「おかま」を引き出したのにぃ～ 
 
影アナ  ：緊急指令、緊急指令 
      管内岡マンションにおいて、ダメダメ団が 
      假屋崎省吾を人質に立てこもり中。 
      キタナゴレンジャーは直ちに出動してください。 
 
ブルー  ：な、何！？ 
      假屋崎先生が！！ 
      こうしちゃいられない！ 
      レッド、イエローすぐに出動だ！ 
 
レッド  ：・・おい、イエロー。 
      ブルーのやつ、假屋崎省吾って聞いたとたん 
      俄然やる気出さなかったか？ 
 
イエロー ：うん、確かに。 
      ブルーはああいうのがタイプなのかしら。 
 
ブルー  ：おい、２人とも何をごちゃごちゃ言ってるの！ 
      いくわよッ！ 
 
レッド  ：お、おう！ 
暗転 
（ヒーロー３人、一旦ハケル）間２秒 
（ピロリ・ダメ～ンＺ登場） 
地明かり キタナゴ 登場曲 
（ヒーロー３人登場） 
 
出ましたねキタナゴレンジャー、今日も相手になってあげましょう（※「セミファイナル」２頁目のセリフ） 



 
ブルー  ：くそ、ダメダメ団のやつら 
      よくも假屋崎先生を！どこへやった？ 
      先生のお尻だけは、 
      假屋崎先生のお尻だけお尻だけは、おれが守る！ 
 
レッド  ：おい、ブルーのやつ 
      １人でなんかぶつぶつ言ってるぞ。 
      やっぱり、いつもより気合入ってるぞ！ 
 
ブルー  ：２人ともいくわよ！ 
 
間２秒 
 
（ブルー先頭へ、レッドブルーを２度見） 
 
（目をごしごしして、ブルーを２度見） 
 
（レッド、ブルー戦闘の輪から離れて） 
 
レッド  ：ちょっと、ブルーブルー 
       
ブルー  ：何？ 
 
レッド  ：コレ何？ 
 
ブルー  ：コレって・・・・ 
 
レッド  ：ん！オマエ 背中からちらちら見えてるの、 
      ブラジャーじゃね？ 
 
ブルー  ：何？何？何？ 
 
レッド  ：だからオマエ ブラジャーつけてね？ 
 
ブルー  ：コレ、コ、コ、コレは、大胸筋矯正サポーター。。。 
 
レッド  ：矯正サポーターじゃね～だろ 
 
ブルー  ：イヤ、ほら、オレこうマッチョだろ！胸筋鍛えるのに、、、 
            右大胸筋と左大胸筋のバランスが悪いんだよ 
 
レッド  ：イヤイヤイヤ、矯正サポーターじゃね～だろ、聞いたことねーよ 
      どこのメーカーだよ 
 
ブルー  ：トリンプ(小さい声で） 
 
レッド  ：え？ 
 
ブルー  ：トリンプ(小さい声で） 
 
レッド  ：え？ 
 
ブルー  ：トリンプの「恋する大胸筋矯正サポーター」(大声で） 



 
レッド  ：トリンプってブラ作ってるメーカーじゃね～かよ！ 
      しかも、「恋する大胸筋」って何だよ 
 
レッド  ：オマエ、ブラジャーしながら戦ってたのか。 
      いよいよ本物だな。 
 
ブルー  ：あ～、ハッ、ア～もう、やだ.～ 
      うわ～もう～レッドひど～い、凄いセクハラ～ 
      レッドのセクハラ～まとめて背負いなげ～ 
 
レッド  ：もうオマエ、パニくって完全にカミングアウトしてんじゃね～か！ 
      アハハッハ 
 
（ブルーに気を取られてたレッドがピロリに背後を取られる） 
 
ピロリ  ：隙あり、ハートレッド。 
 
ブルー  ：あ、レッド危ない！！      （中島みゆき 世情）  

差し替え→ https://www.youtube.com/watch?v=KKS4fspH4x8       

 
ピロリ  ：隙あり、ハートレッド。（削除） 
 
レッド  ：しまった！ 
      こうなったら必殺イチジクカンチョー 
 
ピロリ  ：なんの！イチジクカンチョー返し！ 
 
間５秒 
 
（ＢＧＭ 中島みゆき「世情」） 
（スローモーションで２人がカンチョーを打ち合おうとする） 
（ブルーがレッドをかばおうと、２人の間に入る） 
（レッド・ピロリ２人のカンチョーがブルーのケツに刺さる） 
 
（ブシュッ） 
 
ブルー  ：ふぉー！！ 
 
レッド  ：ブルーーー！！ 
 
間３秒 
 
（崩れ落ちるブルー、それを支え抱きかかえるレッド） 
（舞台中央、２人にピンスポ） 
 
レッド  ：なんで？なんでだよ？なんで俺をかばって・・・ 
 
ブルー  ：レッドいいのよ！相棒だろ、、、 
 
レッド  ：俺がふざけて油断したばっかりに・・・ 
 
ブルー  ：レッド実は、実は私、前からレッドのこと相棒以上に思ってたんだ 
 



レッド  ：気付いてたよ 
 
ブルー  ：今まで隠していてゴメン。実は、、実は私おかまなんだ 
 
レッド  ：ばれてないと思ってたのかよ。 
      そんなこと、イエローも知ってるぜ。 
 
ブルー  ：どんだけ～。じゃあ、いつもレッドの後ろで、お尻を見ていたことも 
 
レッド  ：知ってたよ 
 
ブルー  ：どんだけ～、どんだけ～ 
      じゃあ、毎回毎回、ダメ～ンズさんにイチジクカンチョーするのを 
      複雑な気持ちで見てたのも 
 
レッド  ：もちろん、わかってたよ 
 
ブルー  ：どんだけ～、どんだけ～ どんだけ～、 
      ウッ！ありがとう、今のカンチョー、フレディマーキュリー先輩の次に 
            良かったわ。レッド、、、あ、り、が、と、う。 
 
（ブルー、レッドの腕の中で大仁田みたいに「ガクッ」ってなる） 
 
レッド  ：ブルー！！ブルーッ！！！！！！（※エコー） 
 
BGM「世情」のみ５秒 フェードアウト 
その後、間（無音）２秒 
（暗転・声のみ） 
 
（アナと雪の女王 松たか子ver） 
 
レッド  ：ブルーは死んでなかった。 
      まぁよく考えてみれば、イチジクカンチョーだけで死ぬことはないわけで･･･ 
      後で聞くと、感動で気を失ってしまったそうだ 
      雨降って地固まるというか、 
      カンチョー打たれて心かたまったというか･･･ 
      それからというもの、俺とブルーの関係は、より深まった。 
      俺は安心して後ろ任せられるようになった 
 
      それから二人がどうなったって？、、、「ありのまま」さ！ 
 
♪とまどい 傷つき 
♪誰にも 打ち明けずに 悩んでた 
♪それももう やめよう 
 
（レッド・ブルーの面白デート画像） 
 
♪ありのままの 姿見せるのよ 
♪ありのままの 自分になるの 
♪何も怖くない 風よ吹け 
♪少しも寒くないわ 
 
イエロー ：気持ち悪っ！ 
爆発音「ドカ～ン」   



  


